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議案第 1号

令和 3年度事業報告

実施 日 事 業 概 要

3.  4.  6

4.28

5.18

5.22

5.30

5.31

6.12

7月 ～

10.20

つ
“
　

И
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Ｑ
Ｏ
　

う
０

И
４
■

4.  4. 6

4.27

6.11

・大町岳陽高等学校入学式

新入生へ同窓会入会金納入のお願い

。役員会

・役員会
。松本支部総会 (なお、安曇野支部及び長野支部の総会は開催せず )

・総会の中止 を新聞広告で会員へ広報
0総会 の中止及び総会議案 をホームページに掲載

。評議員会 【5.31付郵送、6.12書面決議】
。大町岳陽高等学校同窓会総会

【～6.16ま で会員から質問や意見を集約、書面決議】
。大町岳陽高等学校同窓会講演会 【中止】

・文化祭等学校行事への参加 。協力

・全校登山への協力 【中止】

・役員会 (総会議案の承認 について協議 )

・役員会 【2.15付 郵送、3.2書 面決議】
。大町岳陽高等学校卒業式

≪同窓会創立 5周 年記念事業 ≫

1 金森宰司氏 【大町高校 昭和 43年 3月 (第 20回 )卒業】

が大町岳陽高等学校へ絵画寄贈

2 同窓会旗・校銘旗 を制作。校銘旗 は学校へ寄贈

3 記念誌WEB版 発行

。大町岳陽高等学校入学式

入生へ同窓会入会金納入のお願い

。役員会

・評議員会

・大町岳陽高等学校 同窓会総会



議案第 2号

令和3年度 長野県大町岳陽高等学校同窓会会計決算書

(令和3年 4月 1日 ～令和4年 3月 31日 )

収入総額

支出総額

差引残額

8,874,933円

1,899,253円

6,975,680円

<収入の >

<支出の部>

財産目録  八十二銀行 普通預金6,975,680円

合  計   6,975,680円

(単位 :円 )

4

項 目 決算額 予算額 増減 備   考

前年度繰越金 6,461,370 6,461,370 0

■ △ .だヽ
ノ` 7==ニ 2,400,000 2,400,000 0

.12,000 x2a0a

雑収入 13,563 630 12,933 大町高名簿、記念誌売り上げ等

合 計 8,874,933 8,862,000 12,933

項 目 決算額 予算額 増減 備    考

事業費 1,063,275 1,520,000 △ 456,725

総会費 66,180 200,000 △ 133,820 書面決議郵送代 大糸タイムス、市民タイムス広告料

評議員会費 7,724 10,000 △ 2,276 書面決議郵送代

通信費 97,761 110,000 △ 12,239 電話料、インターネット使用料

交際費 5,000 50,000 △ 45,000 支部総会会費 (松本 )

在校生支援費 644,780 800,000 △ 155,220 各種教育支援、文化祭支援 電子黒板リース料等

広報費 44,400 50,000 △ 5,600 ホームページ利用料

記念事業費 197,430 300,000 △ 102,570 同窓会旗・校銘旗代、額縁代

運営費 835,978 1,138,000 △ 302,022

△
=三

ヨヨヨ
7ミ 日我 r■ 7,131 50,000 △ 42,869 役員会通知 (書面会議 )

旅費 0 50,000 △ 50,000

事務局費 788,000 788,000 0 事務局員給与、謝礼2万 円(事務局長 )

事務費 32,362 50,000 △ 17,638 消耗品費

思文堂運営費 8,485 200,000 △ 191,515 思文堂運営費

予備費 0 5,807,000 △ 5,807,000

合 計 1,899,253 8,465,000 △ 6,565,747



監査報告

令和 4年 4月 25日 (月 )、 大町岳陽高校において監査を実施いた しま した。

― _′

同窓会会計について、会計帳簿ならびに証拠書類により監査の結果、正確に

処理 されてお り、また、会務についても適正であることを認めます。
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監査報告

令和 4年 4月 27日 (水 )、 大町岳陽高校において監査を実施いた しま した。

同窓会会計について、会計帳簿ならびに証拠書類により監査の結果、正確に

処理 されてお り、また、会務についても適正であることを認めます。

litrE k+ * n )7a

監事
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議案第 3号

役員の選任について

(役職五十音順 )

役 職 令和 2～3年度 令和 4～5年度

∠́ゝ 自

=じ

て7ヽ 諏 訪 光 昭 諏 訪 光 昭

副会長

荒 家 淑 子 荒 家 淑 子

大和田 耕 大和田 耕

杉 山 茂 実 杉 山 茂 実

高 橋 =乙ノ多 高 橋 一 彦

高 橋 京 子 高 橋 京 子

西 澤 和 保 西 澤 不日 保

降 旗 克 己 降 旗 克 己

松 坂 恵 子

松 下 恵 子 松 下 恵 子

矢  口   修 矢 口  修

薄 井 康 央 (～ 3.3)

松 田 章 利 (3.4～ )

松  田 章 利

監  事

黒 岩 君 枝 黒 岩 君 枝

西 山 秀 西 山 秀

幹  事

浅 野 幸 浅 野 幸 一

吉 井 邦 彦 (2。 4～ 3.3)

仁 科 利 明 (3.4～ 4.3)
郷 津 寿 弘

松 坂 恵 子



議案第 4号

令和 4年度 事業計画 (案 )

1 主な事業

①総会、評議員会、役員会の開催

②専門部会

総務・・・組織体制の整備等

広報・・・同窓会ホームページの管理

IJRL    http://gakuyOu― reuniOn.infO

③学校行事 。在校生への支援

2 事 業概 要

実施 日 事 業 概 要

4.  4.  6

6.11

随 時

4.27

5.  3. 4

5.4上 旬

6中 旬

。大町岳陽高等学校入学式

新入生へ同窓会入会金納入のお願い

・ 大町岳 陽高等学校 卒業式

。大町岳陽高等学校入学式

新入生へ同窓会入会金納入のお願い

・役員 会

・評議員会
。大町岳陽高等学校 同窓会総会

。大町岳陽高等学校 同窓会講演会

現在 、講演 を依頼 中

津滝俊氏 【大町高校  平成 12年 3月 (第 52回 )卒業。

国立極地研究所勤務。第 63次 南極地域観測夏隊に参加、

令和 4年 3月 28日 帰国】

・安曇野、長野、松本支部総会
。文化祭等学校行事への参加 。協力

・全校登 山への協力

・役員会

・評議員会

・専門部会

・大町岳陽高等学校 同窓会総会



議案第 5号

<収入の部>

の >

令和4年度 大町岳陽高等学校同窓会会計予算書(案 )

(令和4年4月 1日 ～令和5年3月 31日 )

収入総額   9,353,000円
支出総額   9,353,000円
差引残額      0円

:円 )

円

項 目 予算額 前年度予算額 増減 備    考

6,975,680 6,461,370前年度繰越金 514,310

入会金 2,376,000 2,400,000 △ 24,000 12,000X198名

雑収入 690 記念誌販売、預金利子等

9,353,000 8,862,000 491,000合 計

項 目 予算額 前年度予算額 増減 備    考

事業費 1,220,000 1,520,000 △ 300,000

総会費 200,000 200,000 0 講師謝礼、広告、会場使用料等

評議員会費 0 評議員通知費用

0 電話料、インターネット使用料通信費

交際費 0 慶弔費等

在校生支援費 0 各種教育支援、文化祭支援、全校登山装備品等購入費等

広報費 0 ホームページ運営費等

0 300,000 △ 300,000記念事業費

運営費 1,138,000 1,138,000 0

会議費 50,000 50,000 0 役員会

旅費 0 支部総会旅費

事務局費 0 事務局員給与、謝礼

事務費 0 消耗品費、振込手数料ほか

0 思文堂運営費思文堂運営費

予備費 791,000

合 計 9,353,000 8,862,000 491,000

1 ,320 | 630 |

l o,oool l o,oool

1lo,oool 1lo,oool

5o,oool 5o,oool

soo,oool soo,oool

5o,oool 5o,oooJ

5o,oool 5o,oool

78B,ooOl 788,oool

5o,oool 5o,oool

2oo,oool 2oo,oool

6,ee5,oool 6,2o4,oool



大町岳陽高等学校同窓会会則

第 1章 総則

(名 称)

第 1条  本会は大町岳陽高等学校同窓会と称する。

(事務局)

第 2条 本会は長野県大町岳陽高等学校 (以下、「本校」という。)内に置く。

(目 的)

第 3条 本会は会員相互の親睦を図るとともに在校生を支援し、母校の発展に寄与することを目

的とする。

(事業)

第 4条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)会 員相互の情報交換事業

2)会 員及び在校生の交流と親睦を深める事業

3)母 校の名誉を高めた会員及び在校生に対する後援、顕彰事業

4)在 校生の学業、スポーツ、文化活動に対する支援事業

5)そ の他、目的を達成するために必要な事業

第 2章 会員・組織

(会員)

第 5条 本会は正会員及び特別会員で組織する。

(1)正会員は、本校に在籍 した者、大町高等学校同窓会の会員であった者及び大町北高等学

校同窓会の会員であった者 とする。

(2)特 別会員は、本校に在籍 した教職員、大町高等学校に在籍 した教職員及び大町北高等学

校に在籍 した教職員とする。

(支部)

第 6条 本会は、支部を置くことができる。

2 支部は、支部長ほか必要な役員を選び支部会則及び役員名簿等を作成 して、会長に報告する。

3 支部の運営費は、各支部が負担する。

(部会 )

第 7条 本会に総務、広報の部会を置き、また、必要に応 じて役員会の承認を得て部会を置くこ

とができる。

第 3章 役 員

(役員)

第 8条 本会には次の役員を置 く。

(1)会 長      1名
(2)副 会長     若干名 (学校長を含む )

(3)評 議員     若干名

(4)監 事      2名
(5)幹 事      若干名

10



(顧問)

第 9条 本会に顧間を置くことができる。

(選任)

第 10条 会長、副会長、監事は、役員会の推薦により総会で選任する。

2 評議員は、各地区の推薦により総会で選任する。地区割 りについては別に定める。

3 幹事は、会長並びに学校長の推薦により総会で選任する。

(職務 )

第 11条 会長は本会を代表 し、その会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐 し、会長に事故がある時はその職務を代行する。

3 評議員は会員の意見を会務に反映する。

4 監事は会務の執行状況、財産の状況を監査し、その結果を総会に報告する。

5 幹事は庶務、会計、その他の会務を処理する。

(任期等)

第 12条 役員の任期は 2年とする。ただし再任は妨げない。

2 役員は任期満了後においても、後任者が就任するまではその職務を行わなければならない。

(報酬等)

第 13条 役員は会務に起因する報酬は受けない。ただしその職務を行 うための費用弁償を受け

ることができる。弁償に関する細則は、総会の決議を経て会長が別に定める。

(事務局)

第 14条 本会に事務局を置き、必要に応 じて事務局員を置くことができる。

2 事務局員は、幹事の指示の下、庶務、会計、その他の会務を処理する。

第 4章 会議

(総会)

第 15条 総会は通常総会は年 1回、臨時総会は必要なときに開催する。

総会の招集は会長が行い、議長は出席 した会員の中から選出する。

総会の決議は出席者の過半数をもって決 し、賛否同数の時は議長の決するところによる。

総会の決議事項

1)会 則の変更

2 解散及び合併

3 事業計画及び予算

4 事業報告及び決算

5 役員の選任及び解任、顧間の委嘱

6 入会金額

(7)そ の他必要な事項

(役員会 )

第 16条 役員会は正副会長及び幹事で構成 し、必要なとき開催するc

2 役員会の招集は会長が行い、会長が議長を務める。

3 役員会の決議事項

(1)総 会への提出事項

(2)役 員の推薦、解任の発議

(3)部 会の設置及び廃止の承認

２

　

３

　

４

11



(4)そ の他必要な事項

(評議員会)

第 17条 評議員会は、各地区から選出された評議員で構成 し、必要なとき開催する。

2 評議員は各地区内の連絡と要望事項等の把握に努める。

3 評議員会の招集は会長が行い、会長が議長を務める。

4 評議員は 2名 以上の発議で評議員会の開催を会長に要請できる。

5 評議員会の決議は出席者の過半数をもって決し、賛否同数の時は議長の決するところによる。

6 評議員会の決議事項

(1)役 員の推薦、解任の発議

(2)総会の開催に関すること

(3)そ の他、本会の運営に必要なこと

第 5章 資産・会計

(資産)

第 18条 資産は下記の掲げるものをもって構成し、会長の指示の下、幹事が管理する。資産に

ついての必要事項は、総会決議を経て会長が別に定める。

(1)入会金 (正会員は、入会時に 12,000円 を納入する)

(2)そ の他収入

(会計)

第 19条 本会の事業会計年度は毎年 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 までとする。

第 6章 補則

(細則、規定)

第 20条 本会則の施行に必要な細則、規定は会長が役員会の決議を経て定め、必要事項は総会

の決議を経て定める。

附 貝ll(2016年 6月 11日 )

この会則は 2016年 6月 11日 から施行 し、2016年 4月 1日 から適用する。

附 員lI(2020年 7月 10日 )

この会則は 2020年 7月 10日 から施行 し、2020年 4月 1日 以後に入会 した者から適用する。
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